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【監修・アートディレクター】
河北秀也（かわきた　ひでや）
1947 年生まれ。日本ベリエールアートセン
ター主宰。著書に『デザイン原論』など。
本誌プロデューサー、アート・ディレクター。

【編集・ディレクター】　
山本哲士（やまもと　てつじ）
1948 年生まれ。
政治社会学、ホスピタリティ環境学。
主な著書に、『ミシェル・フーコーの思考体系』、

『ホスピタリティ講義』、『国つ神論』、『〈もの〉
の日本心性』、『高倉健・藤純子の任侠映画と日
本情念』『フーコー国家論』ほか多数。

  

文
学
・
文
芸
は
、「
虚
構
」
の
文
言
・
言
語
で
は
な
い
。
人
間
存
在
や
歴
史
文
化
的
存
在
に
お
け
る
言
説
的

プ
ラ
チ
ッ
ク
で
あ
る
。

  

日
本
の
文
化
資
本
の
歴
史
に
、
哲
学
的
な
形
而
上
学
言
説
が
な
い
。
そ
こ
に
「
思
想
」（
近
代
思
想
、
現
代

思
想
）
な
る
奇
妙
な
立
場
論
が
客
観
世
界
で
あ
る
か
の
よ
う
に
現
代
世
界
で
生
ま
れ
た
が
、
シ
ニ
フ
ィ
エ
整

理
か
本
質
課
題
の
問
題
提
起
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
理
論
言
説
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
近
代
西
欧
の

哲
学
の
翻
訳
は
、
コ
プ
ラ
も
命
題
形
式
も
な
い
日
本
語
世
界
に
、
根
無
草
の
哲
学
言
説
を
作
っ
て
し
ま
っ
た

（
作
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
す
ご
い
こ
と
だ
が
）。
日
本
語
自
体
へ
の
検
証
も
考
察
も
な
く
。
新
自
由
主
義
世
界

は
知
識
経
済
に
デ
ー
タ
情
報
世
界
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
地
盤
の
な
い
知
的
理
性
を
日
本
で
は
浮
遊
さ
せ

て
し
ま
っ
て
い
る
。

  「
近
代
の
大
い
な
る
物
語
」
は
、
充
足
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
充
足
不
可
能
の
限
界
に
充
足
し
て
い
る
。「
近

代
の
大
い
な
る
物
語
」
の
可
能
条
件
と
そ
の
批
判
考
察
、
そ
し
て
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
の
可
能
世
界
を
本
誌

は
ひ
た
す
ら
さ
ま
ざ
ま
な
対
象
に
お
い
て
探
っ
て
き
た
が
、
民
俗
、
精
神
／
心
性
、
言
語
、
環
境
、
技
術
の
「
存

在
」
地
盤
に
、
文
化
資
本
・
文
化
技
術
の
本
質
と
そ
の
歴
史
的
表
出
を
検
証
し
、
述
語
制
・
非
分
離
・
場
所
・

非
自
己
の
日
本
文
化
の
本
質
存
在
と
意
味
作
用
の
発
見
に
い
た
っ
た
。
そ
の
経
済
や
統
治
性
の
新
た
な
指
針

が
可
能
に
な
る
地
平
も
開
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
影
響
波
及
も
生
ま
れ
て
い
る
。

  

「
近
代
の
大
い
な
る
物
語
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
知
性
は
、
物
事
を
実
体
化
し
、
分
節
化
し
、
客
観
へ
総
合

化
す
る
。
穴
や
空
の
論
理
ま
で
実
体
化
し
て
気
づ
か
な
い
で
い
る
。
言
語
の
デ
ー
タ
化
の
転
倒
は
そ
の
典
型

で
あ
る
。
現
実
界
は
実
体
化
に
実
定
さ
れ
た
世
界
を
遥
か
に
超
え
て
複
雑
で
あ
る
の
に
、
シ
ニ
フ
ィ
エ
だ
け

が
真
理
・
真
実
だ
と
さ
れ
て
、
現
実
世
界
の
「
動
き
」
が
捉
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
語
ら
れ
え
て
い
な

い
、
考
え
ら
れ
え
て
い
な
い
「
実
際
的
な
も
のpratiques

」
が
、
哲
学
で
い
ま
だ
に
「
実
践
」
概
念
空
間

で
し
か
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
〈subject/sujet

〉
の
「
従
体
」
世
界
が
「
主
体
・
主
語
」
の
「
主
」

だ
と
思
い
込
ま
れ
て
い
る
擬
似
哲
学
次
元
は
早
く
脱
皮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
欧
米
で
さ
え〈
主
〉語
な
ど
な
い
。

文
学
・
物
語
は
、〈
主
体
の
実
践
〉
世
界
で
は
な
い
。
歌
謡
の
述
語
表
出
は
、
日
本
の
文
化
軸
で
あ
る
。
文
学
・

文
芸
が
表
出
し
て
き
た
言
語
プ
ラ
チ
ッ
ク
を
、
言
説
的
次
元
か
ら
見
直
す
。

  

「
終
わ
り
へ
の
始
ま
り
」
が
、
限
ら
れ
た
論
者
し
か
い
な
い
状
況
の
中
で
あ
ろ
う
と
、
知
的
・
情
緒
的
な
資

本
の
意
味
作
用
生
成
と
し
て
な
さ
れ
、
人
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
に
立
っ
て
い
く
こ
と
を
信
じ
希
望
し
、
探
求

に
邁
進
す
る
。

  

浅
利
誠
氏
の
訃
報
が
パ
リ
か
ら
届
い
た
。
急
遽
、
追
悼
号
に
組
み
替
え
た
。
言
文
一
致
へ
の
考
証
を
す
べ

き
だ
と
唱
え
た
の
は
氏
で
あ
る
。
本
誌
で
し
か
連
載
の
場
は
な
い
と
、
数
年
に
わ
た
り
、
格
助
詞
か
ら
日
本

文
法
を
哲
学
的
に
も
組
み
替
え
て
い
る
途
上
で
あ
っ
た
。
新
た
な
連
載
論
稿
は
、
ゲ
ラ
校
正
さ
れ
る
間
も
な

く
遺
稿
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
述
語
制
言
語
の
探
究
の
同
志
を
失
っ
た
。
無
念
で
あ
る
。
心
よ
り
ご
冥
福
を

祈
り
ま
す
。

▼
浅
利
誠
「
非
存
在
論
的
言
語
の
文
法
：
言
文
一
致
以
後
の
口
語
日
本
文
法
【
遺
稿
】」　
▼
兵
藤
裕
己
「
言
文
一
致
体

と
い
う
「
近
代
」
こ
と
ば
と
「
現
実
」、
泉
鏡
花
の
口
語
文
体
を
め
ぐ
っ
て
⑵
」　
▼
野
口
武
彦
「
廿
一
世
紀
日
本
語
言

文
の
現
在
地
」　
▼
鈴
木
貞
美「
日
本
の
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
へ 

⑵
」　
▼
山
本
哲
士「
日
本
語
の
述
語
制
文
法
の
言
説
資
本：

draft 1

」　
▼
カ
ラ
ー
特
集
　「
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ—

—

自
然
の
も
つ
癒
し
の
力
」
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